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研究成果の概要（和文）：本研究では、中国産のギガントピテクスやオランウータン、台湾産のオナガザル類、インド
ネシア産の人類化石など、アジアの類人猿を中心とした霊長類歯牙化石を対象に、3次元形状分析を実施した。とくに
南中国から出土するギガントピテクスの大臼歯については、研究の現状を確認し、中国の研究者との共同研究体制を確
立した上で、マイクロCTデータをもとにした形状分析を行い、現生類人猿や化石人類などのデータと比較して、歯冠エ
ナメル質が全体に厚いが分布は咬合面付近に偏るなどの特徴を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This project aimed to investigate dental morphology of Asian fossil primates, espe
cially the apes, by means of 3-dimensional digital morphological analysis using micro-focus X-ray computed
 tomographic data. Recently, the specimen number of Gigantopithecus, the extinct large ape from south Chin
a, has been greatly increased through the effort of Chinese researchers. These new specimens as well as or
iginally known ones were observed, and some of these were micro-CT scanned. The molars of Gigantopithecus 
were shown to be thickly-enamelled, especially at around the cuspal region, a pattern somewhat different f
rom that of another thick-enamelled fossil species such as robust Australopithecus.
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１．研究開始当初の背景 
申請者はこれまでに、特にマイクロ CT 撮

影による連続断面画像を用いた三次元形状
解析システムを利用して、人類の進化におけ
る大臼歯エナメル質厚さの変遷の様相とそ
の適応的意義の解明を目的とした研究を推
進してきた。こうした中、中国やインドネシ
アなど、アジアから産出する霊長類化石につ
いて、共同研究などを通じてアクセス可能な
状況が実現しつつあり、これらの資料につい
ても同様の手法を用いて分析することを目
的として研究を開始したものである。 
 
２．研究の目的 
アジアとアフリカの人類や類人猿を中心

とした霊長類化石について、大臼歯歯冠三次
元形状を詳細に比較分析し、各種の特徴を明
らかにすることを目的とした。特に南中国産
のギガントピテクス化石の分析を進めるこ
とを中心課題とした。 
 
３．研究の方法 
ギガントピテクス化石資料については、ま

ず研究の現状を確認し（図１）、中国人研究
者との良好な関係を構築した。そのように資
料へのアクセスを確立した上で、詳細な観察
とマイクロ CT による 3 次元データ化を実施
し、このデータに基づいて大臼歯・小臼歯の
歯冠形態の比較を行った。 
このほか台湾産オナガザル類化石、南中国

産オランウータン化石・オナガザル類化石、
インドネシア産人類化石についても、標本状
況の確認をしつつ、マイクロ CT による形状
データの取得を進めた。 

 
図１ 中国・広西・崇左地域出土のギガント
ピテクス化石資料の一部 
 
 
４．研究成果 
１）ギガントピテクスの大臼歯化石について
は、マイクロ CT データによる歯冠三次元形
状の比較分析を行った。その結果、ギガント
ピテクス大臼歯は、歯冠全体としてエナメル

質が厚いが、分布は咬頭部周辺に偏っており、
歯冠が非常に高いことの影響もあって、歯冠
側面のエナメル質厚さはそれほど厚くない
ことが明らかとなった（図 2・3）。また歯冠
の頬側面と舌側面のエナメル質分布量の差
が大きいことも示唆された。このように、歯
冠全体の平均エナメル質厚さにおいては初
期人類（特に頑丈型猿人）と同等であるが、
歯冠内の分布パターンはことなることがわ
かった。この結果を論文発表した。 

 
図 2 ギガントピテクス上顎大臼歯のエナメ
ル質分布状況 
 

 
図 3 歯冠咬合面と側面のエナメル質厚さの
比率（エナメル質分布パターン）の種間比較。
左から 3つ目のギガントピテクスは、ほかの
化石人類・類人猿と比べて咬合面の厚さが側
面に対して非常に厚いことが示されている。 
 
 
２）広西・崇左地域の約 15 の洞窟遺跡から
出土した霊長類化石相について分析した結
果、前期更新世にはギガントピテクスが主要
な霊長類種であったが、中期更新世に絶滅し、



その後はオランウータンが優勢となったこ
とが示された。ギガントピテクス生息年代の
終りに近い中期更新世の広西・崇左の合江洞
出土の小臼歯資料には、歯冠咬合面の“シワ”
の複雑化が認められ、絶滅との何らかの関係
が示唆された。またマカク類は更新世を通じ
て同地域に存続していたことなども明らか
となった。これらの結果を論文発表した。 
 
 
３）台湾産オナガザル類化石、南中国産オラ
ンウータン化石・オナガザル類化石、インド
ネシア産人類化石についてもマイクロ CT に
よる形状データを取得し、分析を進めた（図
4）。 

 
図 4  南中国産マカク化石の CT 撮影 
 

 
４）歯牙形態の違いに関する理解を深めるた
めに、歯牙資料に見られる形成痕に関する研
究など、歯の形成過程についての文献調査を
実施し、その成果を学会発表した。 
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